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当院は日本医療機能評価機構の認定病院です。

1. チーム医療、成育医療及び総合的な療育プログラムを実践し、温かい医療・療育を行います。
2. こどもの成長・発達に応じたきめ細やかな医療・療育を行い、自立の心を育みます。
3. 一人ひとりの成長・発達に寄り添い、安全で潤いのある療養・療育環境を整えます。
4. 小児医療と療育の中核施設として、地域の関係機関と連携し、患者や家族の地域での生活を
支えます。

5. こどもや家族と診療・療育内容の情報を共有し、情報公開に努めます。
6. 自己評価を行い、外部評価を尊重するとともに、業務の改善や効率化を図り、健全経営に努め
ます。

7. 臨床研究及び人材の育成を推進し、医療・療育水準の向上に貢献します。
8. 職員の就労環境を整備するとともに、職員の知識・技術の習得を支援します。

前回の広報紙（第54号、2020年１月発行）の頃に新型コロナウイルス（COVID-19）
が忽然と日本に現れてから1年余が経ちました。この未曾有の広域大災害は今も世界
中を翻弄していますが、こども病院も困難と挑戦の時を過ごしました。この1年を振り

返ります。
感染管理室の迅速対応が頼りになりました。2月6日に第1回COVID-19対策緊急会議で情報共有と基本方針の確認

を行い、国の緊急事態宣言発出の4月7日にCOVID-19対策本部会議に格上げしました。対策本部会議は2021年（令和
3年）2月現在、28回も開催しました。
未知のウイルス脅威を前に課題山積でした。院内感染防止下でCOVID-19診療区域の設定、PPEなど感染防護訓練、
一般診療の制限、感染防護備品の確保、さらに職員や患者家族へのリスク伝達など会議では熱い議論が交わされまし
た。幸い小児の重症例は稀で入院患者も少人数で済んでいますが、一般新患と救急患者の減少及びCOVID-19用病床
確保による病床運用の制限は病院の大きな負担となっています。
一方、病院もCOVID-19体制を整え夏頃から攻勢に転じました。7月の院内PCR検査稼働、9月の玄関サーモメーター
設置、11月には地域医療研究会「七夕の集い」を病院Zoomでオンライン開催しました。そして今、職員と地域対象者へ
のワクチン接種運用を準備しています。
昨年3月以来の活動休止で自粛中の病院ボランティアさんに病院からメッセージを伝えたところ、多くのボランティア

さんから感謝と励ましの便りをいただきました。この1年間、COVID-19自粛で日常の大切さ、人が集うことの有り難さを
再認識しました（10年前の東日本大震災の時と同様に）。奇しくも、WHOのCOVID-19パンデミック宣言が2020年3月
11日であったことはまさに象徴的です。こども病院は忍耐強くCOVID-19を乗り越えてゆく所存です。

・私たちは、こどもの権利を尊重し、こどもの成長を育む心の通った医療・療育を行います。
・私たちは、高度で専門的な知識と技術に支えられた、良質で安全な医療・療育を行います。
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入退院センター
入退院センターのご紹介

木村　慶
入退院センターは、患者視点で入院前から退院後までの切れ目のない支援を行い、一元的な患者サポートを行う目

的として開設されました。患者主体の広く落ち着いた空間作り、患者動線整備により患者・家族、職員がそれぞれ有効活

用できる空間を確保する目的で病院一階の改修工事を行い、令和2年3月に整備されました。センター内には併設で家

族支援室（相談室）、在宅物品の受け渡しスペースがあり、看護師、臨床心理士、MSW、薬剤師、事務職等が職種横断的

にこの場所で患者・家族のサポートを行っています。

現在の入退院センターの業務は、患者・家族の利便性を追求し、入院当日の感染チェックや書類受付、入院当日各科

受診の案内や、入院前支援としてクリニカルパス入院の説明などを行っています。事務職員による入院書類の説明と、

患者・家族の不安を軽減できるよう看護師が支援しています。

また退院支援を必要とする患者・家族を見落とさないように様々なリスク情報を収集し、入院患者のアセスメントを

行い、介入が必要な患者・家族についてカンファレンスを行い、支援方法を検討しています。地域の医療機関や社会資

源の提供を行い退院後の生活へスムーズに移行できるように努力しています。

入退院センターの場所は、本館正面玄関から左側に行くと、大きな入り口が見えてきます。開設されて間もない入退

院センターですが、「ここに来れば安心」というコンセプトのもと更なるサービスの充実を模索し、患者・家族支援をチー

ムとして取り組んでいきたいと考えています。

あとが き

4 1

広報紙

入退院センター副センター長

広報委員一丸となって、皆様に喜んでいただける広報紙を作ってまいります。
ご意見、ご感想がございましたら、ぜひ広報委員までお寄せください。 　　　　広報委員会委員一同



部門紹介

各診療科
アピール
ポイント 新生児科

渡邉　達也新生児科科長

当科は原則的にすべての新生児の内科医として関わっており、現在常勤医6名、非常勤医1名で入院、外来診療
を行っています。入院は新生児病棟(NICU12床、 GCU15床)で新生児科医師が主治医となり、院内各科と連携し
て診療しています。入院診療では小児の内科・外科系診療体制が充実しているため、先天性疾患をもつ新生児を優
先して受け入れています。胎児診断例が増加しており、出生前から多職種でご家族に関わっています。同様にほと
んどの病的新生児への対応が可能なため、院外で出生した児の入院依頼は全例受け入れる方針です。産科クリ
ニックからのご依頼で受け入れ不能な場合には、受け入れ先のコーディネイトも行いますのでお気軽にご相談くだ
さい。ほかに、宮城県周産期2-3次施設として早産低出生体重児の入院診療も行っております。NICUでは集中治
療から成長・観察期まで、GCUではNICUの医療を引き継ぎつつ退院支援や在宅医療の準備まで行っています。
外来では病棟を退院した児を対象に、ハイリスク児フォローアップ研究会の方法に準じて、早産低出生体重児の

経過観察を行っております。また、新患外来では産科クリニックから退院した新生児(主に1カ月健診前)のご紹介も
受け入れています。最近では新生児科医師数
の充実に伴い、先天性心疾患や外科疾患、症状
のない脳奇形などの児を対象に、主診療科の
診察に合わせて乳幼児健診や予防接種などを
行っています。また、2018年に乳幼児を対象と
してダウン症療育指導外来を開設しました。育
児相談、赤ちゃん体操、健康管理などを行って
おります。年間20名前後の新患を受け入れて
おりますが、症状が固定し訓練目的の場合に
は、発達診療科や神経科にご相談ください。

情報システム管理室
杉本　光伸情報システム管理室主事

地域医療連携室だより

第12回「七夕の集い」をオンラインで開催しました
副院長・地域医療連携室室長　虻川　大樹

当院では地域医療研修会の一環として毎年7月に「七夕の集い」を開催してまいりましたが、昨年は新型コロナ
ウイルス感染症の影響により中止を余儀なくされました。集会形式での研修会開催が困難な状況であることか
ら、昨年の11月11日（開院記念日）にZOOMウェビナーによるオンライン研修会として第12回「七夕の集い」を
開催しました。当日は県内外の登録医療機関を含む先生方をはじめ、医療従事者の皆様方総勢136人のご参加
をいただきました。
講演の部では、今泉益栄院長より 「こども病院の現状と取り組み（ポストコロナを見据えて）」、リウマチ・感染症
科の桜井博毅医長からは 「小児におけるCOVID-19 と当院の方針」という題で、新型コロナウイルス感染症に
対する当院の取り組みについて紹介させていただきました。県外からも14名のご参加をいただき、講演終了後
にはチャット機能を活用した質疑応答を行うなど、オンライン研修会ならではのメリットを生かした大変有意義な
研修会となりました。
研修会終了時にアンケートのご協力をお願いしたところ、今回の研修会に対して高いご評価を頂戴しました。

また、参加者の皆様が今後どのような研修会を希望されるのかを伺ったところ、下記のような回答をいただきま
した。今後はアンケート結果を参考にしながらより良い研修会を企画してまいりますので、多くの皆様のご参加
をお待ちしております。
研修会開催については、当院ホームページ掲載ほか、ご承諾くださった先生方には電子メールによりご案内し

ております。研修会のみならず診療関連のお知らせなど、メールによるご案内を希望される場合は、地域医療連
携室の下記メールアドレス宛にご連絡くださいますようお願い申し上げます。

TEL：022－391－5115　FAX：022－391－5120　E-mail：tiiki@miyagi-children.or.jp
宮城県立こども病院 地域医療連携室  受付時間／月曜日～金曜日（祝日、年末年始 除く）8時30分～17時00分

情報システム管理室の主な業務は、電子カルテを中心としたさまざまな情報システムの保守管理、利用者支援、企画
立案です。当院では、2013年1月に実施した紙カルテから電子カルテへの切り替えにより、病院業務の電子化が進みま
した。手術システムや生体情報モニタなど多くの部門システムや医療機器との情報連携が進んだことで、より安全に正
確に早く各部門と医療情報の共有ができるようになり、医療の質の向上につながりました。日々の情報システムの安定
稼働の実現は、当院にとって、重要なものとなっています。このような中、長年利用してきたハードウェアなどの老朽化
も踏まえ、中期計画に基づき、2018年度から電子カルテ及びネットワークの更新を実施することとなりました。電子カ
ルテ業者との勉強会などを開催し、院内ネットワークについては、セキュリティを強化する仕組みなどについて議論を進
めました。また、コンサルタントに支援業務を委託し、各部署へのヒアリングも行いながら、調達仕様をとりまとめまし
た。2019年度は、落札業者を踏まえて各ワーキングによる検討を
開始し、院内のネットワーク機器の更新も行いました。稼働に向け
てリハーサルを実施の上、2020年２月から新しい電子カルテ・ネッ
トワークシステムを稼働することができました。
今年度も、引き続き、電子カルテ・ネットワークシステムの運用に

ついてさらに安全に利用できる方法がないか、各部署と共に日々
検討に取り組んでいます。情報システム管理室は、直接患者さん
と接する機会がある部署ではありませんが、これからも、当院の巨
大な院内インフラを支えていきます。
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左から黒田後期研修医、桜井医師、越浪医師、渡邉科長、内田部長、池田後期研修医

前列、左から白根医療情報部長、青木室長と室員の皆さん
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めました。また、コンサルタントに支援業務を委託し、各部署へのヒアリングも行いながら、調達仕様をとりまとめまし
た。2019年度は、落札業者を踏まえて各ワーキングによる検討を
開始し、院内のネットワーク機器の更新も行いました。稼働に向け
てリハーサルを実施の上、2020年２月から新しい電子カルテ・ネッ
トワークシステムを稼働することができました。
今年度も、引き続き、電子カルテ・ネットワークシステムの運用に

ついてさらに安全に利用できる方法がないか、各部署と共に日々
検討に取り組んでいます。情報システム管理室は、直接患者さん
と接する機会がある部署ではありませんが、これからも、当院の巨
大な院内インフラを支えていきます。
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当院は日本医療機能評価機構の認定病院です。

1. チーム医療、成育医療及び総合的な療育プログラムを実践し、温かい医療・療育を行います。
2. こどもの成長・発達に応じたきめ細やかな医療・療育を行い、自立の心を育みます。
3. 一人ひとりの成長・発達に寄り添い、安全で潤いのある療養・療育環境を整えます。
4. 小児医療と療育の中核施設として、地域の関係機関と連携し、患者や家族の地域での生活を
支えます。

5. こどもや家族と診療・療育内容の情報を共有し、情報公開に努めます。
6. 自己評価を行い、外部評価を尊重するとともに、業務の改善や効率化を図り、健全経営に努め
ます。

7. 臨床研究及び人材の育成を推進し、医療・療育水準の向上に貢献します。
8. 職員の就労環境を整備するとともに、職員の知識・技術の習得を支援します。

前回の広報紙（第54号、2020年１月発行）の頃に新型コロナウイルス（COVID-19）
が忽然と日本に現れてから1年余が経ちました。この未曾有の広域大災害は今も世界
中を翻弄していますが、こども病院も困難と挑戦の時を過ごしました。この1年を振り

返ります。
感染管理室の迅速対応が頼りになりました。2月6日に第1回COVID-19対策緊急会議で情報共有と基本方針の確認

を行い、国の緊急事態宣言発出の4月7日にCOVID-19対策本部会議に格上げしました。対策本部会議は2021年（令和
3年）2月現在、28回も開催しました。
未知のウイルス脅威を前に課題山積でした。院内感染防止下でCOVID-19診療区域の設定、PPEなど感染防護訓練、
一般診療の制限、感染防護備品の確保、さらに職員や患者家族へのリスク伝達など会議では熱い議論が交わされまし
た。幸い小児の重症例は稀で入院患者も少人数で済んでいますが、一般新患と救急患者の減少及びCOVID-19用病床
確保による病床運用の制限は病院の大きな負担となっています。
一方、病院もCOVID-19体制を整え夏頃から攻勢に転じました。7月の院内PCR検査稼働、9月の玄関サーモメーター
設置、11月には地域医療研究会「七夕の集い」を病院Zoomでオンライン開催しました。そして今、職員と地域対象者へ
のワクチン接種運用を準備しています。
昨年3月以来の活動休止で自粛中の病院ボランティアさんに病院からメッセージを伝えたところ、多くのボランティア

さんから感謝と励ましの便りをいただきました。この1年間、COVID-19自粛で日常の大切さ、人が集うことの有り難さを
再認識しました（10年前の東日本大震災の時と同様に）。奇しくも、WHOのCOVID-19パンデミック宣言が2020年3月
11日であったことはまさに象徴的です。こども病院は忍耐強くCOVID-19を乗り越えてゆく所存です。

・私たちは、こどもの権利を尊重し、こどもの成長を育む心の通った医療・療育を行います。
・私たちは、高度で専門的な知識と技術に支えられた、良質で安全な医療・療育を行います。

広域大災害COVID-19
パンデミックの1年を振り返って

今泉 益栄理事長・院長

55号
2021
March

病院理念

病院の基本方針

委員長
広報委員

田中　高志
虻川　大樹　　武山　淳二　　小畑　正子　　原山千穂子　　大石　　恵
清野　泰史　　町井　祐輔　　佐藤　愛理　　秋山　佳子　　横山麻依子
洞口　　亮　　藤井　裕子　　杉本　光伸　　外山　理江　　加藤　洋美
大槻はるか　　鈴木　敏也　　遠藤　幸春　　岩崎かおり　　藤本　尚子

〒989-3126
宮城県仙台市青葉区落合四丁目3番17号
TEL ： 022-391-5111
FAX ： 022-391-5118
http://www.miyagi-children.or.jp/

宮城県立こども病院
地方独立行政法人 広報委員会

環境に優しい
ベジタブルインキを
使用しています。

入退院センター
入退院センターのご紹介

木村　慶
入退院センターは、患者視点で入院前から退院後までの切れ目のない支援を行い、一元的な患者サポートを行う目

的として開設されました。患者主体の広く落ち着いた空間作り、患者動線整備により患者・家族、職員がそれぞれ有効活

用できる空間を確保する目的で病院一階の改修工事を行い、令和2年3月に整備されました。センター内には併設で家

族支援室（相談室）、在宅物品の受け渡しスペースがあり、看護師、臨床心理士、MSW、薬剤師、事務職等が職種横断的

にこの場所で患者・家族のサポートを行っています。

現在の入退院センターの業務は、患者・家族の利便性を追求し、入院当日の感染チェックや書類受付、入院当日各科

受診の案内や、入院前支援としてクリニカルパス入院の説明などを行っています。事務職員による入院書類の説明と、

患者・家族の不安を軽減できるよう看護師が支援しています。

また退院支援を必要とする患者・家族を見落とさないように様々なリスク情報を収集し、入院患者のアセスメントを

行い、介入が必要な患者・家族についてカンファレンスを行い、支援方法を検討しています。地域の医療機関や社会資

源の提供を行い退院後の生活へスムーズに移行できるように努力しています。

入退院センターの場所は、本館正面玄関から左側に行くと、大きな入り口が見えてきます。開設されて間もない入退

院センターですが、「ここに来れば安心」というコンセプトのもと更なるサービスの充実を模索し、患者・家族支援をチー

ムとして取り組んでいきたいと考えています。

あとが き
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広報紙

入退院センター副センター長

広報委員一丸となって、皆様に喜んでいただける広報紙を作ってまいります。
ご意見、ご感想がございましたら、ぜひ広報委員までお寄せください。 　　　　広報委員会委員一同

入退院センター入口 右端、白根入退院センター長と入退院センタースタッフの皆さん


